
モジュール（機材のセット）詳細

項目 個数 単価 小計（円）

1 コエテコStudy byGMO生徒ライセンス（１年間） 200 990 198,000

合計 198,000

● 情報I・Ⅱの課題管理ソリューション

• 3000問以上の問題から選ぶだけで情報I・Ⅱの課題を作成、配信可能
• 教員の作問をAIがサポート
• 実教出版株式会社の教科書をベースにAIを使用して作られた問題とITパスポートの問題を使用可能

• 【教員機能】課題作成
⇨ 3000問以上の中から問題を選ぶだけで情報Iの宿題やテストを作成できる

問題は教科書の目次やページ、フリーワードで検索可能

• 【教員機能】課題配信
⇨ 作成した課題をドリルモードor試験モードで配信可能

試験モードでは、制限時間の設定や不正行為検知による画面ロック機能搭載
• 【教員機能】問題ジェネレーター

⇨ キーワードを入力するだけで共通テスト形式の長文問題を作成できる
• 【生徒機能】課題提出・自動採点

⇨ 課題を提出すると即時採点され、全ての問題に解説文付き
• 【教員機能】生徒の取組管理

⇨ 生徒の提出した課題やレポートのデータが蓄積される
データは観点別評価に繋げやすい形でCSVダウンロードが可能

できること
• 実教出版以外の教科書を採用している学校様でもご利

用いただけます。
• 発注数についてはご相談ください。
• 3ヶ月のトライアル期間を設けております。その期間

は全ての機能を無料でご使用いただけます。
• 年度の途中から導入を検討いただく場合は、月割り会

計に対応いたします。

留意点

※個数については、参考値です。詳しくはお問い合わせください。

GMOメディア株式会社 コエテコStudy byGMO
担当者: 冨髙
Mail: coeteco-study@gmo.media TEL: 03-5456-2626

▼お問い合わせ



補足資料
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課題作成機能
情報Iの教科書（実教出版株式会社「最新情報I」）をベースに

作られた3000以上の問題を用意しており、問題を選ぶだけで

簡単にテストや宿題を作成し、CBT形式で配信できます。

「最新情報I」の目次やページ番号で問題を検索できるので、

予習・復習用の課題も簡単に作成できます。

問題ジェネレーター機能
特許取得済みのAI作問システムにより、情報I・Ⅱの

キーワードを入力するだけで会話文形式の長文問題を作成

できます。これにより、より高度な思考力を必要とする問

題作成が可能になります。

課題作成時間の短縮

ハイレベルな作問をサポート

3000問以上の問題

から選ぶだけ

定期試験の問題が

簡単に作成可能

● 情報I・Ⅱの課題管理ソリューション 補足資料
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課題提出・自動採点機能
生徒が課題を提出すると、すぐに自動で採点されます。各問

題には詳細な解説文が付いているため、生徒の理解度を高め

ることができます。また、自由記述のフォームも設定でき、

授業の感想やレポートの提出などにもご活用いただけます。

生徒の取組管理機能
課題の進捗状況や提出内容を学年やクラス別に一覧で確認

することができます。集まったデータはCSV形式でダウン

ロードすることも可能です。

成績評価への活用

採点の時間節約 リフレクションに最適

成績評価に繋がる

データが蓄積

課題配信・集計の

手間が大幅に削減

● 情報I・Ⅱの課題管理ソリューション 補足資料
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試験モード機能
課題に、制限時間や不正行為検知などの設定をすることができます。試験開始後の回答状況は教員画面からリアルタイムでモ

ニタリングできます。画面移動やフルスクリーン解除などの行為に対して不正を検知し、試験画面に自動でロックがかかる機

能により、カンニングを防止することができます。試験終了後に回答の正誤判定を修正できるなど、細かい機能も魅力的。

小テスト・定期試験への活用

● 情報I・Ⅱの課題管理ソリューション 補足資料

生徒の情報をリアル

タイムで確認可能

残り時間や現在の問

題数が見やすく表示

不正検知で、解答の

続行ができなくなる
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主な活用事例

● 情報I・Ⅱの課題管理ソリューション 補足資料

授業ごとの振り返り・予習

事例 1

単元ごとの

小テスト

共通テストに

向けた対策

事例 2 事例 3

単元ごとの小テスト 共通テストに向けた対策

授業で説明した「ビッグデータ」

というキーワードで問題を検索して

課題を作り、ドリルモードで配信

「情報社会」の単元が終わったので

その単元の問題を検索して

小テストを作り、試験モードで配信

問題演習をこなしたい3年生に

共通テスト形式の問題で課題を作る
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主な活用事例

● 情報I・Ⅱの課題管理ソリューション 補足資料

日々のレポート・

リフレクション

事例 4

単元ごとの

小テスト

事例 5

定期試験の作問

生徒のリフレクションを促すために

自由記述のフォームを使う

試験で会話形式の問題を出題するために

キーワードを指定してAIに作問させる
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● DXハイスクール事業説明会のご案内

GMOメディア株式会社 コエテコStudy byGMO
担当者：冨髙
Mail：coeteco-study@gmo.media
TEL：03-5456-2626

▼お問い合わせ

説明会ご案内ページ

見積もり・申請フォーム

URL：
https://study.coeteco.jp/seminar_form

URL：
https://study.coeteco.jp/dx_highschool_form

mailto:coeteco-study@gmo.media
https://study.coeteco.jp/seminar_form
https://study.coeteco.jp/dx_highschool_form
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お問い合わせ先

ご興味がありましたら、以下からお問い合わせください。

• 企業名 ： GMOメディア株式会社

• 電話： 03ー5456ー2626（対応可能時間: 平日10:00-19:00）

• メール： coeteco-study@gmo.media

• ホームページ： https://study.coeteco.jp/top

• お問い合わせフォーム： https://study.coeteco.jp/dx_highschool_form

※ 見積もり・申請以外の要件についてはメールよりお問い合わせください

https://study.coeteco.jp/top
https://study.coeteco.jp/dx_highschool_form
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